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2025年3月期

2024年12月末日の株主様にお送りしております
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皆様には、日頃より格別なるご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
海外では米中摩擦の継続、中東情勢の緊迫化など地政学リスクの高まりもあり、先行き不透明な状況が継続
しています。一方、国内景気は、緩やかながらも回復基調にあり、情報サービス産業においては業務の効率化や
ビジネスの改革等、投資需要は引き続き堅調に推移しております。
そのような中、当社の第3四半期業績につきましては、「開発事業」、「運用・構築事業」、「販売事業」の
全てのセグメントで増加し、特に「販売事業」が好調に推移した結果、売上高が増収、また、粗利益、
営業利益、経常利益、四半期純利益について、全て増益となりました。
なお、売上高、売上総利益、営業利益、経常利益ならびに四半期純利益の全
てにおいて、第3四半期連結会計期間として「過去最高額」を更新しております。
期末配当は計画通り、1株につき90円〔年間配当金170円〕 とする予定です。
これからも引き続き、「株主還元の更なる充実」を目指し尽力してまいります。 皆様には、
変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　　2025年2月

代表取締役社長
株式会社SRAホールディングス

株主の皆様へ
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■3Q ■通期 ■通期（計画）

売上高 365億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 495億円）
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■3Q ■通期 ■通期（計画）

親会社株主に帰属する当期純利益39億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 46億円）
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■3Q ■通期 ■通期（計画）

営業利益 55億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 73億円）
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1株当たり配当金 （単位 ： 円）

2023/3 2024/3 2025/3

詳しくは、ハガキを開いて内側をご覧ください。

トピックス

160
140140130

中間配当
80

期末配当
90

計画
170

■当初予定配当 ■配当（実績） ■配当（計画）

　昨年5月、ミッションクリティカルな領域（社会インフラや企業の存続に不可欠な重要システム）へ
のオープンソースソフトウェア適用拡大を目的として、株式会社SRAおよびSRA OSS合同会社
は、株式会社ＮＴＴデータグループとの間で資本業務提携契約を締結いたしました。同年8月には
SRA OSSを合同会社から株式会社に組織変更するとともに、その株式の34%を株式会社NTTデー
タグループに譲渡し、10月からは同社からの出向者も受け入れ、順調に共同事業を開始しております。
　オープンソースに対するニーズは、基幹業務への適用のみならず、AIやクラウドの基盤を支える
分野などでもますます高まるものと考えられます。
　今年に入って、中国のAI関連企業が「高性能」で「低コスト」な生成AIモデルを開発したと報道され、
大いに話題になりました。この「低コスト」を実現した技術こそオープンソースです。今後、各分野で
高性能化が進んでいくなか、「低コスト」との両立が重要なテーマとなり、オープンソースに対する注
目が一層高まることが予想されます。
　SRAグループは、オープンソースの黎明期からPostgreSQL等に取り組むなど40年近くの実績
を有しており、OSSサポート分野では国内屈指の高い技術と実績を誇っています。これからもその
アドバンテージを活かしてお客様の様々なニーズにしっかりとお応えすることで、SRAグループの
更なる企業価値向上につなげて参りたいと考えております。

ＮＴＴデータグループとの資本業務提携について
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第3四半期 連結業績ハイライト
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